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薩摩硫黄島および口永良部島は，屋久島の北西沖および西方沖にある火山島である。薩摩

硫黄島は，過去千年以上にわたって硫黄岳（溶岩ドーム）で多量の二酸化硫黄を含む活発な噴

気活動を行ってきた。また，昭和 9（1934）年には東方 2km の海底で噴火が発生し，約 2 億立

方メートルの溶岩・軽石を噴出し，火山島（昭和硫黄島）を形成した。一方，口永良部島は，昭

和 6（1931）年から昭和 55（1980）年まで，新岳山頂で水蒸気爆発が繰り返し発生し，人的物的

被害を引き起こした。 

平成 10(1998)年に建議された第６次火山噴火予知計画では，口永良部島において，水蒸気

爆発の前駆現象の捕捉と発生機構解明のテストフィールドとして，また，薩摩硫黄島では，マグ

マが地表近くに長期にわたって滞在している火山の活動評価のテストフィールドとして，各種の

実験観測を行うこととされた。近年，薩摩硫黄島では火山灰を出す活動が続き，口永良部島で

は地震活動が高まる傾向があることから，平成 12（2000）年から平成 13（2001）年にかけて両島

同時に集中総合観測を実施することとした。薩摩硫黄島の調査には 3 大学および産業技術総

合研究所地質調査総合センターの 16 名が，また，口永良部島の調査には，9 大学およびイン

ドネシア火山調査所の 31 名が参加した。本報告書には，併せて 21 篇の研究報告が収録して

ある。今後の両火山の研究，また，いまだ予知の手がかりが得られていない水蒸気爆発の発生

機構の研究，更に，鹿児島県地域防災計画（火山対策編）などに活用されれば幸いである。 

本調査の計画に際しては，文部省（現文部科学省）にはその意義を理解いただき，支援をい

ただいた。また，調査実施に際しては，鹿児島県，三島村，上屋久町ならびに両島の方々には

多大な支援を賜るとともに，火山に関する情報や試料を提供いただくなど，ご協力いただいた。

空中磁気測量や空中熱測定については，鹿児島県防災航空センターに絶大な支援をいただ

いた。これらの方々に深く感謝の意を表します。なお，調査研究費の一部は，京都大学防災研

究所特別事業費および一般共同研究経費（12G－13)をもちいた。 
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